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実証地域では、シカの被害が減少してきていると感じている（傾向）

河川と道路が平行し、囲
えない→シカの侵入

集落防護柵と合わせた集中的な捕獲の被害軽減効果

防護柵設置前は被害が多発

集中的な捕獲→大幅な被害軽減

伊賀市子延
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防護柵設置前 防護柵設置後

１２

３８

４

防護柵設置前 捕獲後

同一群内の複数集落に取り組みが広がると・・・

追い払い＋おじろ用
心棒

追い払い中心
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加害レベル 遺伝子
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伊賀市の昔のサル生息地
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・加害レベル高
・行き場がない
＝全頭捕獲

・加害レベル高
・行き場はある
・多すぎる
＝部分捕獲

・加害レベル中
・頭数少ない
・行き場はある
＝選択的捕獲

・加害レベル低
・行き場はある
・頭数少
＝モニタリングのみ

追い払い

群れ単位の個体数管理と、被害対策（追い払い＋防護柵）
でサルの問題を完結させる（あと少しで完成）
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大山田A群＆伊賀市阿波地域（小学校区）

出没環境の変化（２０１９山端他改変）

集落への出没率（林縁を含む目視率）は更に低下し、それを維持

※15回／月、200回／年程度のテレメトリー調査時の目視、利用環境調査より

H20 被害対策なし 60頭
H25 広域での被害対策進展 80頭
H27 個体数削減後 32頭

被害発生集落の変化（２０１９山端他改変）
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377 382

385 388
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396

被害発生集落の変化（２０１９山端他改変） 取り組みの成果

市全域の
サル被害は大幅に軽減

農業共済データ９５％減
統計的にはサル被害がほぼゼロ

H20 H27

サルの出没は？
●サルの銀座や。毎日でも見るで！
●追ってもそこで見とるんや。全然
逃げよらへん。

●山行っても声は聞くけど、
姿は全然。

●捕獲後は全然来なくなり
ましたな。

被害は？
■全部食べよらん。明日採ろうと
思っとると、よお見とるな。全部
かじってく。

■瓦剥ぐやろ。あれ。糞がなあ。

■ダントツ減ったわ。うち。
■田んぼもやられたけど、
今は全然やな。

■顔見ると逃げるもんな。

サルをどう思う？

●追い払いなんか言うとらんと、市
も県も、もう少し根本的ちゅうもん
を考えてくれたらどうです？

●増えやんように出来やんの？薬とか
撒いてさあ。

●歯ぁ向いてきますやろ。あれ。追
おても怖いですわな。追えやんわ
なあ。

●まだまだ恨みはあるけど
なあ

●悪させんかったら、まあ、
かわいいもんやけどなあ

●孫の手前なあ。おじいさ
んら全部獲るんやとは言
えやんわなあ。

●わしらも鬼とちゃうでなあ。
これ以上は獲らんでもな
あ。

深層インタビューによる集落の意見変化（２０２０ 山端他）

群れ単位の個体数管理＋地域主体の被害対策 双方両立集落 技術的には、獣害は解決できます

■問題は、実践する体制

■「獣害につよい集落」づくり

■個体数管理と被害管理に必要
な支援

自助
個々の農地

■電気柵で囲う

共助
集落や学校区程度の地域

■集落を囲む防護柵設置
■残さや放任果樹などのエサ資源低下
■放棄地や薮など、動物の潜み場所の除去
■組織的な追い払い
■集落の加害個体を捕獲する

公助
市町村域や県の出先機関

■管理のための基礎調査やモニタリング
■補助金などの導入
■捕獲や防護柵の運営体制づくり支援
■広域での野生動物管理

人口減少、高齢化社会でも、地域の解題を解決できる
実例を作るモデルとして、獣害は最適です

課題解決には「公助」の部分が非常に重要

技術や地域育
成の支援

合意形成の目標
■理解
■納得
■共感

「共感」を得ていく手法

396 408

409 422

426 452
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ステップ0 関係機関の協議（作戦会議）

関係機関の役割分担は必須。今は役割なくても、進展中に
役割が生まれるものです。
最初のモデルは成功させないといけない＝総力戦

区長

狩猟者

農地水委
員長

農家組
合長 農地水委

員

副区長

ステップ1 役員との協議や聞き取り

・役員等と集落の要望や問題、対策の方向性などを確認

捕獲の状況

集落での（加害個体と思
われる集落内や集落周辺

での）捕獲数

イノシシ 頭
シカ 頭

捕獲の状況

十分な成果をあげている
ある程度捕獲ができているが、若干の改善点がある
あまり捕獲できておらず、大幅な見直しが必要
ほとんど捕獲できていない
現状では捕獲は必要がないと判断している
状況がよくわからない

捕獲の担い手

集落内に狩猟免許を所持した複数人がいて、捕獲を頼ることが
できる
集落内に１名は狩猟免許を所持した人がいる。捕獲をその人物
に頼れる
近隣の集落の狩猟免許所持者に捕獲を頼むことができる
近隣ではないが、猟友会などに捕獲を頼ることができる
集落の捕獲を頼れる人が見当たらない

捕獲の機材

集落で加害個体捕獲に使用できる箱罠が（ ）基あ
る
集落で加害個体捕獲に使用できるくくり罠が（ ）
基ある
箱罠やくくり罠がもっとあれば箱罠（ ）基、くくり
罠（ ）基くらいは管理できる
大型檻（かぞえもん、ホカクン）を設置すると良さそうな場所
がある ある（ ）箇所 ない
大型檻の管理（スマホ閲覧や機器設定）を担える人材がいる
いる（ ）人 いない

・集落の状況を整理しておくと、事業導入や提案の一助に

防護柵 加害個体捕獲

設置 点検 檻設置 見回り 餌付け 止め刺し

全住民

全農家 ◎

農会役員 〇 ◎ ◎ 〇

集落内狩
猟者

〇

集落外狩
猟者

〇

・集落の状況を整理しておくと、事業導入や提案の一助に

・集落の状況を整理しておくと、事業導入や提案の一助に

・聞き取り項目は１例です

森林動物センターで同行します。一緒にやりましょう

平均： 順位： /3集落中総合スコア：

1.被害状

況

2.集落防

護柵

3.防護柵

以外の対策

4.捕獲の状

況

5.集落の活

動や体制

6.農業への

意欲や放棄

地の状況

7.これからの

意向

その後必ず「一緒に下見」しておく
（少しでも土地勘があると提案もしやすい）

458 459

461 462

463 464


